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Ⅰ 通学路の交通安全対策に向けて  

 

１．これまでの経緯 

 

これまで通学路に関する改善要望は、各整備部門の地区土木要望のひとつとして扱われ、

危険箇所と通学する児童の居住する自治会が異なる場合や自治会でほかに優先度の高い要

望がある場合など採用されにくい等の状況がありました。 

その後、通学路に特化した対応システムと予算確保が必要であるとの議論を経て、通学路

の安全確保に向けた取り組みを前進させるため、平成１７年度から、教育委員会において通

学路交通安全施設整備事業を開始し、ハード整備にかかる予算の一部を教育予算として確保

し、危険箇所へのカーブミラー、ガードレール、側溝ふたの設置、路面標示の塗り直し等、

安全確保に即効性が高く、比較的軽微な交通安全整備を実施してきました。 

また、平成２４年に京都府亀岡市で発生した事故等、通学途中に痛ましい事故が相次いだ

事により、文部科学省、国土交通省、警察庁の３省庁が連携した対応策の検討が始まりまし

た。全国の各市町において、管轄の警察署、道路管理者、教育委員会が連携して通学路にお

ける危険箇所等の点検を行い、安全確保に向けた取り組みを行うための「通学路における緊

急合同点検等実施要領」が作成され、四日市市においても、平成２４年度に通学路における

緊急合同点検を実施しました。 

平成２６年度には、関係機関が連携して通学路の安全確保に向けた取り組みを行うための

「四日市市通学路交通安全プログラム」を策定するとともに、四日市市通学路交通安全推進

会議を設置しました。 

現在も、「四日市市通学路交通安全プログラム」に基づき、関係機関が連携して児童生徒

が安全に通学できるように通学路の安全確保を図っています。 
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２．通学路とは 

 

「通学路の定義」 

通学路とは、道路法（昭和 27 年法律第 180 号）第３条に定める道路及びその他の道路のうち、

児童・生徒が通学のため通常利用する経路で、児童・生徒の通学の安全確保と、教育的環境維

持のために、学校が設定した区間をいう。 

 

○通学路の条件 

 ・できるだけ歩車道の区別がある  

 ・歩車道の区別がない場合、交通量が少なく、幅員が児童生徒の通行を確保できる  

 ・遮断機のない無人踏切を避ける  

 ・見通しの悪い危険箇所がない  

 ・横断箇所に横断歩道、信号機が設置されていたり、または、警察官等の誘導が行われ

たりしている  

 ・犯罪の可能性が低い など 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例）小学校通学路 統合型ＧＩＳより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞交通安全施設等整備事業の推進に関する法律施行令  

（法第六条第三項の政令で定める通学路）  

第四条 法第六条第三項の政令で定める通学路は、次に掲げるものとする。  

児童又は幼児が小学校（義務教育学校の前期課程及び特別支援学校の小学部を含

む。）若しくは幼稚園、幼保連携型認定こども園又は保育所（以下これらを「小学

校等」という。）に通うため一日につきおおむね四十人以上通行する道路の区間  



4 

 

 

３．通学路の交通安全対策のフロー図 
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【市道】 

既設のカーブミラーの破損 

保護ポールの破損  

外側線やクロスマークの塗
り直し 等 

【市道・県道・国道】 

道路上の規制標識 

指示標示 等 

（横断歩道や一旦停止線等
の塗り直し 等） 

 

「修繕箇所調査票」 

○道路管理者 公安委員会

等への修繕依頼書作成 

 

『通学路要対策箇所調査票』 

○通学路交通安全推進会議へ

の危険箇所の報告書作成 

 

「通学路路面ステッカー要望」 

○道路管理者への路面ステッカ

ー設置要望書作成 

【国道・県道】 

既設のカーブミラーの破損 

保護ポールの破損  

道路上の草木の剪定 等 

 

危険箇所の把握 

関係各学校・ＰＴＡ、コミュニティースクール運営協議

会、該当箇所管轄の地区市民センター等との情報共有 

ソフト面での対策検討・実施 

○交通安全指導 ○通学路での見守り ○通学路の変更 

○通学路見守りボランティア等との連携 

 

・ハード面、ソフト面
による対策の検討 

合同点検（市道・県道・国道・各警察署） 

通学路交通安全推進会議 

※危険箇所につい
て、学校から報告
された対策案を参
考に、教育委員
会、道路管理者、
公安委員会、学校
等で合同点検を実
施し、具体的な対
策を検討。 

・ハード面での対策の検討 

※市道における危険箇所の中で、下
記の対策案に当てはまるもの、且つ
道路維持課にて対応可能なものにつ
いては、道路維持課で、具体的な対
策を検討。 

道路維持課（市道）による点検 

①外側線 ②注意喚起標示（『子ども注

意』『横断者注意』等）③クロスマーク 

④カーブミラー ⑤転落防止柵（対人・対

自転車用）⑥ガードパイプ（ガードレー

ル）⑦保護ポール 

 

指導課にて路面ステ

ッカー要望を取りま

とめの上、道路維持

課へ提出。 

道路維持課で発注。 

次年度の夏頃を目安

に各校へ配付される 

 

 

 

 

 

 

 

 

サイズＭ 

３００×４５０mm 

 

路面ステッカーは、パンダ

（Ｍ）ストップマークのみ

の取扱いとなります。 

 

 

 

道路上の草木の剪定等 
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Ⅱ 具体的な安全対策  

１．四日市市通学路交通安全プログラムによる取り組み 

  

 四日市市通学路交通安全プログラムとは、児童・生徒が安全に通学できる通学路の確保のため、

関係機関（教育委員会、道路管理者（国・県・市）、警察）が継続的に交通安全対策を実施するた

めの取り組みの方針です。 

四日市市では、本プログラムの実現に向けた検討を行うことを目的として、平成２６年度に四日

市市通学路交通安全推進会議を設置しました。これにより、関係機関による合同点検や、合同点検

の結果等に基づいた各種対策の実施、対策実施後の効果把握、対策の改善・充実を図っています。

これらの取り組みをＰＤＣＡサイクル（Plan・Do・Check・Action）として繰り返し実施し、通学

路の安全性の向上を図ります。 

  

（１）取り組みの方針 

[基本的な考え方] 

継続的に通学路の安全を確保するため、平成２４年度の緊急合同点検の枠組みを生かして

合同点検を継続するともに、対策実施後の効果把握行い、対策の改善・充実を図ります。 

これらの取組をＰＤＣＡサイクルとして繰り返し実施し、通学路の安全性の向上を図って

いきます。  

 

（２）通学路交通安全推進会議の設置 

 （組織及び委員） 

   ・四日市市教育委員会事務局（指導課、教育総務課） 

   ・四日市市都市整備部（道路管理課、道路維持課） 

   ・国土交通省中部地方整備局三重河川国道事務所 

   ・三重県四日市建設事務所 

   ・三重県公安委員会（四日市南警察署、四日市北警察署、四日市西警察署） 

   ・その他通学路の交通安全対策に関わる機関 

※ 各対策必要箇所に応じて関係機関で協議 

 

（３）取り組み内容 

関係機関による合同点検の実施、各種対策の実施（ハード整備・ソフト対策） 

対策後の効果検証、対策内容等の公表、関係者会議の開催 

 

（４）安全対策の対象となる箇所（要対策箇所） 

「学校が設定した通学路のうち、特に安全対策が必要であると判断する箇所」 

※ 修繕等については、各警察署、各道路管理者が順次、対応を行う。 
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（１）Ｐｌａｎ 

○各校点検の実施 

・ 各小・中学校は、通学路の変更箇所や周辺環境に変化のあった範囲を対象として、ＰＴＡ

や子ども見守りボランティア等と協力して、安全の確保のための点検を実施し、その結果

を指導課へ報告します。 

・ 校区が重なる箇所や、隣接校区にまたがる箇所について、関係学校間で調整を行います。 

・ 地域との連携を強化するため、小中学校と地区市民センター間において情報共有を図りま

す。 

○合同点検の実施 

・ 各校点検の結果をもとに、必要に応じて、教育委員会、道路管理者、警察、学校・ＰＴＡ

等で合同点検を実施します。 

  ○対策の検討 

・ 合同点検によって抽出した対策必要箇所について、箇所ごとに、具体的な対策を検討しま

す。 

ハード対策･･･路面標示、防護柵･カーブミラー設置等。 

ソフト対策･･･通学路変更、交通規制、交通安全教育等。 

 

（２）Ｄｏ 

○対策の実施 

・ 対策の円滑な実施に向けて、関係者間で連携を図ります。 

 

（３）Ｃｈｅｃｋ 

○対策効果の把握 

・ 対策効果を把握するための手法を検討し、対策実施後の効果を把握します。 

 

（４）Ａｃｔｉｏｎ 

○対策の改善・充実 

・ 安全性の向上のため、対策結果について関係者間で認識を共有するとともに、効果把握の

結果を踏まえ、必要に応じて、対策内容の改善・充実を図ります。 
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２．各校における交通安全に向けた取り組み  

（１）交通安全教育の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（取り組み例） 

  ・道路管理課や警察、交通安全協会、

公安委員会指定の自動車学校等と

の連携を図った交通安全教室を実

施する等、安全教育充実に努める。 

  ・学級活動や全校集会等を活用し、登

下校時に注意すべき事項やマナー・

ルール等を定期的に指導する。 

  ・自転車の安全点検、安全指導を定期

的に実施する。 

 

（２）安全な通学路の設定 

安全な通学路の設定については、交通安全、生活安全、災害安全の観点を踏まえ、ＰＴＡや地

域の関係者の協力を得ながら、通学路の状況の把握、安全確保に努め、可能な限り安全な通学

路を設定する必要があります。 

 （取り組み例） 

・通学路安全点検チェックリストを活用した通学路の見直し 

   ・集団登校の場合は、集合場所、集合場所までの経路等の見直し 

 

（３）通学路の安全点検、危険箇所の把握と周知 

各校においては、保護者、地域、見守りボランティア等と協力して、安全の確保のための点検

を実施する必要があります。その際には、交通安全の観点とともに、防犯、防災の観点も踏ま

えることも大切です。 

四日市市交通安全教育指導員（とみまつ隊）による小学校での交通安全教室  

児童生徒が生き生きと活動し、安全に学ぶことができるようにするためには、児童生徒等の安全の確保が

保障されることが不可欠です。 

そのために、日常生活全般における安全確保のために必要な事項を実践的に理解し、自他の生命尊重を

基盤として、生涯を通じて安全な生活を送る基礎を養うとともに、進んで安全で安心な社会づくりに参加し、貢

献できるような子どもを育てます。 

また、自然の持つ「恵み」と「災害」を理解し、郷土愛を育むとともに、「災害から生き抜く力」を身に付けるこ

とを目指します。 

 

（３）交通安全教育の推進（交通安全） 

○保護者や地域の「見守り隊」¹、警察等と連携しながら、通学路の危険箇所の確認や登下校指導等を行

い、通学路の危険と安全な登下校の仕方についての理解を深めます。 

〇道路の安全な歩行の仕方や自転車の安全な乗り方など、交通ルールを守ろうとする意識を向上させるた

めに、警察等と連携した交通安全教室を推奨します。 

○自転車乗車中の事故防止のために、「自転車安全利用５則」²の周知徹底を図ります。 
 

※１ 地域において児童生徒の登下校の安全を見守るボランティア団体  

※２ ①自転車は車道が原則、歩道は例外（１３歳未満は歩道通行可） ②車道では左側を通行 ③歩道では歩行者優先で車道寄りを

徐行 ④安全ルールを守る（二人乗り・並進の禁止、夜間はライト点灯、交差点での信号遵守と一時停止・安全確認  ⑤ヘルメット着用 

 

【第４次四日市市学校教育ビジョン基本目標３－④ 防災・安全教育の推進より一部抜粋】 
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（取り組み例） 

   ・一人一人の通学路を確認の上、通学路の点検を行う。 

   ・通学路の状態確認や安全指導のため、教職員による巡回や見守り指導を定期的に行う。 

・保護者・地域と連携して、通学路ハザードマ

ップ等を作成し、危険箇所の把握と周知に努

める。 

 ⑷ 安全対策（ソフト面）の実施 

  保護者、地域と連携した登下校の見守り活動によ

り、子どもたちの安全確保に努めます。 

 

 

Ⅲ 対策の流れ 年間計画（目安） 

 

月 
四日市市通学路交通安全推進会議 

実施内容 実施機関 

４月 

 

 

 

 

５月 

 

６月 

 

７月 

★要対策箇所の効果検証 

◆通学路修正及び統合型ＧＩＳ上に公開 

◆第１回担当者会議・第１回推進会議開催に係る日程調整 

◆合同点検に係る日程調整 

 ＊関係各課・関係機関に合同点検箇所集計表及び個票送付 

◆第１回担当者会・第１回推進会議開催 

◆集計表・個票整理及び対策状況について各校へ報告 

◆集計表等について市ＨＰ上で公表 

◆合同点検開催 

◆合同点検結果等の確認及び集計表・要対策箇所更新 

学校 

事務局 

事務局 

事務局 

事務局 

推進会議関係者 

事務局 

事務局 

推進会議関係者 

事務局・推進会議関係者 

８月 

 

 

９月 

 

１０月 

１１月 

 

１２月 

★要対策箇所を事務局に報告（定期） 

◆来年度予算計上への資料作成 

★通学路路面ステッカー要望提出締切 

◆合同点検に係る日程調整 

◆合同点検開催 

◆合同点検結果等の確認及び集計表・要対策箇所更新 

◆第２回担当者会議日程調整 

必要に応じて第２回推進会議に係る日程調整 

◆第２回担当者会議開催 

必要に応じて第２回推進会議開催 

学校 

推進会議関係者 

学校 

事務局 

推進会議関係者 

事務局・推進会議関係者 

事務局 

 

推進会議関係者 

１月 

２月 

 

３月 

 ＊関係各課・関係機関に合同点検箇所集計表及び個票送付 

◆各小中学校へ通学路更新依頼 

★要対策箇所を事務局に報告（定期） 

★通学路の確定及び指導課へ報告 

事務局 

事務局 

学校 

学校 


